








































1894 ～ 5 年の日清戦争の間であったという点はすでに［一，【Ⅱ章】に］詳しく見た。東学
農民革命［1894 年］，日清戦争［1894 ～ 5］，甲午改革［1894］，乙未事変［閔妃殺害事件，
1895］，断髪令［1895］などを通して社会が混乱し民族が試練を受けた時，教会は民衆の
避難所となり民衆の奉仕者となることによって，その場所と位置を確保することができた
のであり，その時点から始まった教会成長の勢いは 1897 ～ 8 年頃まで続いた。













































































主要な講師はブレア ［Blair, M.N. 1901年北長老会宣教師として来韓，平壌宣教部に赴任］，ベアー
ド ［Baird, W.M. 1891 年北長老会宣教師として来韓，釜山赴任後，1897 年平壌地区宣教師に転じる］，
リー ［Lee, G. 1892 年北長老会宣教師として来韓，1901 年平壌長老会神学校教授］ 宣教師と韓国












 罪意識がふくれ湧き起こった雰囲気の中で，一週間の査経会が進行した。とうとう 1 月
14 日  月曜日夕方の集会時間になった。
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［14］ ，ハーディー：Hardie, R. A. カナダ・トロント大学医学部卒，1890年カナダ大学 Y. M. C. A. 宣教
師として来韓，釜山でGaleと共に宣教活動。のちアメリカ南監理会宣教会に加入，元山および平壌
の両復興運動の中心人物。韓国名，河鯉泳。







   平壌でも復興会を興すことを強く願っていた平壌長老会の宣教師たちに乞われ，1906年8月，リ
バイバルについて指導した （本文参照）。平壌でもハーディーはリバイバル運動の実際的活動の中心
人物の一人となって活躍し，さらに吉善宙などと共にリバイバル運動の全国化を推進した。
















































［18］ ，救世軍，Salvation Army：イギリス，メソディスト派のリバイバル説教者ブース牧師（W. 
Booth）が，1865年ロンドンの貧民街の救済を目的に開始。以来，救世軍は日本でもなされている
年末の「社会鍋」活動や貧しい人々への伝道で知られてきた。救世軍の他の特徴は，軍隊的規律と
軍隊組織形態を採用した点にある。例えば，「山田牧師」ではなく「山田大尉」と呼ぶなど，教会関
係者のほとんどを「軍人階級名」で呼び，しかも「軍服」を着用した点である。この点が，本文に
あるような「誤解」の大前提となったのであろう。
